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研究成果の概要（和文）：本研究ではプライマリ・ケア医を対象としたアンケート調査を行い、地域医療におけ
る精神医療ニーズの明確化と効果的な介入手段の探索を進めた。結果、栃木県県南医療圏のプライマリ・ケア医
の35％、自治医科大学卒業生のプライマリ・ケア医の57％が週一回以上精神疾患患者に関わっていた。精神医療
に関与する意思のあるプライマリ・ケア医、精神医療スキルに自信があるプライマリ・ケア医が少なくとも1名
以上所属している二次医療圏では、2021年度の自殺死亡率が低いことが判明した（P＝0.029、P＝0.003）。これ
らの結果からプライマリ・ケア医の精神医療への関与意思が地域の自殺死亡率と関連することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：A questionnaire survey was conducted. Primary care physicians who worked for
 the medical institutes in the secondary medical area in the south region of Tochigi prefecture 
and/or graduated from Jichi Medical University were recruited to answer the questionnaire. The 
results revealed that 35% of the physicians in the south region of Tochigi and 57 % of those 
graduated from Jichi Medical University were weekly involved in the psychiatric care, respectively. 
It is of note that the secondary medical areas which affiliate one or more primary care physicians 
who were interested in and confident about psychiatric care showed significantly lower crude suicide
 rate than the secondary medical areas without or unknown the affiliation of these physicians (P=0.
029 for interested physicians, P=0.003 for confident physicians, respectively). These results 
suggested that the primary care physicians’ willingness to engage psychiatric care were associated 
with their regional suicide rate. 

研究分野： 精神医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果から、プライマリ・ケア医の約半数は日常的に精神医療に関与していること、またプライマリ・ケ
ア医の精神医療への関心や自信は自殺率の軽減に寄与する可能性があることが示唆された。わが国の自殺率は高
齢化の進む地域、また過疎地域で高いことが示されており、これらの地域には精神科医師数が少ないことが明ら
かとなっている。本研究の成果により、これらの自殺率の高い地域でプライマリ・ケア医の精神医療への協力を
仰ぐことはその地域の自殺率を軽減することができる可能性が示され、今後の医療政策を検討する上での重要な
知見がもたらされた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
現代社会はストレス社会とも言われており、うつ病を筆頭に精神科領域の患者はますます増加

している。厚生労働省の患者調査（2014 年）から推定されるわが国のうつ病（躁うつ病を含む）
の患者数は 110 万人を超えており、高脂血症（140 万人）、喘息（130 万人）に次ぐ common 
disease となっている。しかし、うつ病の 12 ヶ月有病率が 3〜5％（WHO）であることを考慮
するとわが国の実際のうつ病患者数は 300 万人以上であることが想定され、まだまだ多くの患
者が医療機関を受診していないか、専門的な治療を受けていないという実態がある。 
またわが国では、自殺率の高さも問題である。人口 10 万人あたりの自殺総数は 23 人と世界平

均の約二倍となっており、欧米諸国と比較して依然高い数値を保っている（WHO, 2012）。自殺
未遂者の半数以上、自殺既遂者の 9 割は何らかの精神疾患を抱えていたとされているが、厚生
労働省の調査では自殺企図前に精神科を受診していた割合は3.8％とごくわずかであったことが
明らかになっている。精神障害による自殺で労災認定された自殺既遂者調査においても精神科
の受診歴がある割合は 20％と低く、対策は急務である（厚生労働省：職場における自殺の予防
と対応）。欧米での調査でも、自殺既遂前に精神科を受診していた割合は 18％とわが国と同様に
低いが、45％は何らかの身体症状を訴えプライマリ・ケア医を受診していたことが明らかになっ
ており、自殺予防に対するプライマリ・ケアの重要性が指摘されている（Lumoa et al, 2002）。 
 加えてわが国は未曾有の高齢化社会を迎えようとしており、2025 年には認知症患者が 700 万
人を超えることが推計されている（厚生労働省, 2015）。認知症患者では 7〜9 割に行動・心理症
状（BPSD）が出現することが指摘されており（Ferri et al, 2004）、これらの問題に対処するた
めにはプライマリ・ケア医の精神疾患への対応力の向上なくしては成り立たない現状がある。 
これらの背景から総合医療に精神保健を組み込むことの必要性が重要視され、2004 年から開

始された医師臨床研修制度では精神科研修が必修とされていた。しかし 2010 年の制度見直しに
より精神科研修は選択制となり、卒後教育の一環としてプライマリ・ケア医に対する精神科研修
プログラムが整備されている欧米との乖離がますます進んでしまっている。特に精神疾患にお
いては、スティグマの問題から精神科受診を忌避する患者も多く、相当数の精神疾患患者がプラ
イマリ・ケア医を受診していることが想定されるが、その実態は明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
2014 年の OECD 医療の質レビューにおいて、わが国は①プライマリ・ケア医に対する精神科

研修体制の不備や、②プライマリ・ケア医と精神科専門医療機関との連携体制の不十分さがある
ことが指摘されており、有効な対策の提言が求められている。これらの問題点に対応するために
は地域医療における精神医療の実態を明らかにすることが欠かせない。本研究では地域医療に
おける精神医療ニーズを明確化し、わが国が直面している問題点を明らかにするとともに、効果
的な介入手段を探求することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
自治医科大学が位置する栃木県県南医療圏においてプライマリ・ケアに従事する医療機関およ

び全国でプライマリ・ケアに従事する自治医科大学卒業生を対象としたアンケート調査を行っ
た。調査項目は全通院患者数、精神疾患患者の通院数、調査対象患者の診断・年齢・性別・身体
合併症の有無・精神科医療機関通院の有無・睡眠薬や抗不安薬、その他の向精神薬の処方の有無、
精神科医療機関との連携の状況、精神科医療機関との連携に関連したトラブルの発生件数、精神
科研修の経験・希望の有無、精神医療に対する関与の意思、精神医療のスキルについての自己評
価、対象機関の地域情報とした。得られたデータは全国二次医療圏ごとに分類した。また、アン
ケートの回答を取得した時期と一致した全国二次医療圏における自殺率データ（粗死亡率）を警
察庁の統計データより取得し、アンケート調査結果との比較検討を行った。統計についてはカイ
二乗検定を用い、有意水準は 0.05 とした。 
 
４．研究成果 
コロナ禍のため、途中研究の中断を要したが、2021 年 6 月までに栃木県県南医療圏（以下県南

医療圏）のプライマリ・ケア医 58 名、全国でプライマリ・ケアに従事する自治医科大学卒業生
165 名から有効回答を得た。結果、県南医療圏のプライマリ・ケア医の 35％、自治医科大学卒
業生の 57％が週に 1 回以上、精神疾患患者の診療に当たっていた（表１）。また、医療連携に関
しては、県南医療圏の 17％が「良くない」と回答したのに対し、自治医科大学卒業生の 25％が
「良くない」と回答しており、比較的医療資源が潤沢である県南医療圏のプライマリ・ケア医療
機関と精神科医療機関との連携は良好であることが示唆された。 
プライマリ・ケア医が経験した精神症状については、県南医療圏、自治医科大学卒業生の 70％

以上が、抑うつ状態、不安・焦燥、睡眠障害、認知症の診療経験あり、と回答しており、うつ病、
不安障害、睡眠障害、認知症についてはプライマリ・ケア医が日常的に診療を行っている実態が
明らかとなった（表２）。 
プライマリ・ケア医の精神医療に対する関与意思については、県南医療圏のプライマリ・ケア

医の 33％が「関わりたくない」と回答したのに対し、自治医科大学卒業生では「関わりたくな
い」との回答は 24％と少なく、自治医科大学卒業生の精神医療に対する関心の高さが伺われた。



また、精神医療への関与意思を示した自治医科大学卒業生の勤務地を検討したところ、かなりの
地域差があり、また比較的郊外の高齢化が進んでいる地域が中心であることが判明した（図 1）。 
これらの回答が得られたプライマリ・ケア医の勤務地を全国二次医療圏（335 医療圏）ごとに

分類し、少なくとも 1 件の「精神医療への関与意思がある」というアンケート結果が得られた医
療圏を「精神医療に関心がある」医療圏、その他の医療圏を「関心が不明」な医療圏と定義し、
それぞれの医療圏における 2021 年度の自殺者数、人口データから粗死亡率（対 10 万）を算出
した。「関心がある」医療圏の粗死亡率は 16.1、「関心が不明」な医療圏の粗死亡率は 16.6 であ
った。カイ二乗検定を行ったところ、p=0.029 と有意差が認められ、関心がある医療圏の粗死亡
率は関心が不明な医療圏よりも低いことが示唆された（表 3）。 
また、同様に、精神医療のスキルについての自己評価も検討対象とした。少なくとも 1 件の「精

神医療に自信がある」というアンケート結果が得られた医療圏を「精神医療に自信がある」医療
圏、その他の医療圏を「自信が不明」な医療圏と定義し、それぞれの医療圏における 2021 年度
の粗死亡率を算出した。「自信がある」医療圏の粗死亡率は 15.8、「自信が不明」な医療圏の粗死
亡率は 16.7 であり、カイ二乗検定では、p=0.003 と有意差が認められ、「自信がある」医療圏の
粗死亡率は関心が不明な医療圏よりも低いことが示唆された（表 4）。 
これらの結果から、プライマリ・ケア医はうつ病、不安障害、睡眠障害、認知症などの精神疾

患を日常的に診療していること、地域のプライマリ・ケア医の高い精神医療への関心、精神医療
スキルへの自信は地域の自殺死亡率の低下と関連することが示唆された。本研究の成果により、
自殺率の高い地域でプライマリ・ケア医の精神医療への協力を仰ぐことにより、その地域の自殺
率を軽減することができる可能性が示された。 
 
（図、表） 
 
表 1．プライマリ・ケア医への精神疾患患者の受診頻度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2．プライマリ・ケア医が経験した精神症状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図 1．精神医療に関心があると回答した自治医科大学卒業生の勤務地分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 3．精神医療に「関心がある」医療圏と「関心が不明」な医療圏の自殺による粗死亡率 
 
 
 
 
 
 

＊カイ二乗検定 p=0.029 
 
 
表 4．精神医療に「自信がある」医療圏と「自信が不明」な医療圏の自殺による粗死亡率 
 
 
 
 
 
 

＊カイ二乗検定 p=0.003 
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